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「法的観点から見る日韓両国における『過去の清算』の今

ー韓国大法院強制動員判決を中心に」
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戦争による被害を受けた個人に対していかなる形で補償が行われるべきだろうか。

国民の請求権を放棄する国家間の合意は、被害者個人への損害賠償に関してい

かなる意味を持つのだろうか。いわゆる徴用工判決によってふたたび、これらの問

いが注目を浴びている。これについていかなる立場をとるにせよ、韓国の法律家が

どう考えているのかを知ることが、実りある議論のための第一歩である。

報告者：金 昌禄 Kim, Chang Rok

（慶北大学法学専門大学院 教授）
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